
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

県
身
連
の
平
成
二
十
二
年
度
事
業

報
告
と
歳
入
歳
出
決
算
が
、
五
月
の

評
議
員
会
・
理
事
会
に
お
い
て
、
原

案
ど
お
り
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
の
各
事
業
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
域
団
体
と

の
緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

県
・
市
町
村
な
ど
関
係
機
関
の
協
力

を
得
な
が
ら
着
実
な
執
行
に
努
め
、

当
初
の
活
動
方
針
ど
お
り
の
効
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
を
廃
止

し
、
「
新
た
な
総
合
的
福
祉
法
制
」

を
実
現
す
べ
く
「
障
が
い
者
制
度
改

革
推
進
本
部
」
の
も
と
、
当
事
者
が

参
画
し
た
「
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
、
障
害
者
基

本
法
の
改
正
の
た
め
の
第
二
次
意
見

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

動
向
を
見
つ
め
な
が
ら
、
障
害
者
の

実
態
や
要
求
を
「
新
た
な
総
合
的
福

祉
法
制
」
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
日

身
連
と
連
携
し
て
「
障
が
い
者
制
度

改
革
推
進
会
議
」
等
へ
も
要
望
し
ま

し
た
。
ま
た
、
売
店
運
営
に
つ
い
て

は
、
当
財
団
の
貴
重
な
財
源
確
保
を

図
る
た
め
に
引
き
続
き
効
率
的
な
運

営
に
努
め
ま
し
た
。 
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就 

任 

あ 

い 

さ 

つ 
      

こ
の
四
月
に
事
務
局
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
石
井
で
す
。 

 

初
め
に
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被

災
し
た
県
市
の
障
害
者
団
体
か
ら
は
、

「
未
だ
に
安
否
確
認
が
で
き
な
い
。
」

な
ど
と
の
悲
痛
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
就
任
し
て
か
ら
こ
れ
ま
で

様
々
な
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ 

 
 

             

き
ま
し
た
。
特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

で
の
選
手
・
支
援
者
の
歓
喜
ハ
ツ
ラ

ツ
な
姿
が
印
象
的
で
す
。
私
も
地
域

で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
所
属
し

ま
す
が
、
勝
て
ば
嬉
し
く
て
明
日
の

糧
に
、
負
け
れ
ば
悔
し
い
が
明
日
の

バ
ネ
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
障
害
者
に
関

す
る
大
き
な
課
題
と
し
て
障
が
い
者

制
度
改
革
が
あ
り
、
ま
た
、
財
団
を

取
り
巻
く
課
題
と
し
て
公
益
財
団
法

人
へ
の
移
行
が
あ
り
ま
す
。 

 

事
務
局
長
と
し
て
、
こ
う
し
た
点

で
も
お
役
に
た
て
る
よ
う
、
努
力
い

た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願 

い
し
ま
す
。 

(1) 第115号      身 障 か な が わ       平成 23年 7月 15日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成22年度神奈川県身体障害者連合会事業決算 

№ 事 業 科 目 決 算 額 

1 会 議 費 305,525 

2 負 担 金 165,840 

3 雑   費 26,726 

4 地域団体組織強化費 90,335 

5 広報活動費 1,160,525 

6 身体障害者福祉推進活動費 104,045 

7 部会活動費 1,170,000 

8 日身連大会等参加費 348,360 

9 相談事業費 35,870 

10 体育振興費 132,548 

11 福祉大会費 1,617,001 

12 小規模作業所緊急移行支援事業費 25,317,745 

13 推進センター事業運営費 68,044,000 

14 県障害者スポーツ大会開催費 2,235,000 

15 県障害者スポーツ振興協議会事務委託費 3,700,000 

16 全国障害者スポーツ大会相模原市選手団派遣費 7,000,000 

17 宿 泊 施 設 好 事 例 調 査 事 業 費 1,548,210 

18 予 備 費 0 

合   計 113,001,760 

 

事
務
局
長 

 

石
井

い

し

い 

正
純

ま
さ
ず
み 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

て
進
め
て
い
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
会
長
だ
け
は
な
か
な
か
決

ま
ら
ず
、
つ
い
に
一
期
二
年
私
が
務

め
て
み
よ
う
と
決
断
。
手
足
が
不
自

由
な
上
に
言
語
障
害
も
あ
り
車
椅
子

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
私
で

す
が
、
新
し
く
な
っ
た
役
員
体
制
の

も
と
、
会
長
・
副
会
長
・
会
計
の
三

役
の
連
携
を
密
に
し
て
、
役
員
全
員

で
助
け
合
っ
て
な
ん
と
か
果
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
に
は
と
て

も
心
強
い
社
協
の
石
川
さ
ん
も
い
ら

れ
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私

が
会
長
を
務
め
る
こ
と
で
「
会
長
は

特
別
な
人
が
や
る
大
変
な
仕
事
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
払
拭
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
  

 
 

南
足
柄
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

会 

長 
加
藤

か

と

う 

弘
美

ひ

ろ

み 
 

私
た
ち
南
足
柄
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会(

南
障
協)

は
市
制
施
行
と
共

に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
四
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
先
日
五
月
十
一
日

に
は
戸
井
田
県
身
連
会
長
に
は
る
ば 

る
お
い
で
頂
き
、
他
に
も
市
長 

を
は
じ
め
大
勢
の
来
賓
の
方
々 

を
お
招
き
し
て
、
記
念
総
会
を 

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の 

時
、
長
年
、
会
の
た
め
に
尽
力 

さ
れ
た
団
体
や
個
人
に
感
謝
状 

や
表
彰
状
が
飯
嶋
泰
会
長
よ
り 

贈
ら
れ
、
こ
れ
を
節
目
と
し
て 

飯
嶋
会
長
は
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

実
は
昨
年
の
夏
の
終
わ
り
ご
ろ 

か
ら
こ
の
退
任
の
話
が
あ
り
、 

私
た
ち
は
本
当
に
戸
惑
い
ま
し 

た
。
加
え
て
他
の
地
区
で
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
会
員
の
高
齢
化
と

減
少
で
す
。
会
の
存
続
さ
え
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
会

を
続
け
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
？
と
役
員
会
で
何
度
も
話

し
合
い
を
重
ね
、
事
業
や
会
員
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
会
の
運
営
に
つ
い

て
も
、
役
員
全
員
で
分
担
し
協
力
し 

大
井
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

 
 

 

会 

長 

飯
島

い
い
じ
ま 

嘉 か

平 へ
い 

 

大
井
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
、

昭
和
四
十
三
年
四
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
会
員
数
は
、
年
々
減
少

が
続
き
寂
し
い
の
一
言
で
す
。 

 

若
い
会
員
の
入
会
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
が
、
私
の
近
所
に
も
身
障

者
と
思
わ
れ
る
方
も
見
か
け
ま
す
が
、

個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
言
葉
を
か

け
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
県

と
か
郡
町
の
行
事
交
流
会
等
に
参
加

す
る
会
員
も
少
な
い
で
す
。
高
齢
化 

    

の
せ
い
で
す
か
、
体
調
不
良
の
方
も

多
い
で
す
。 

 

活
動
と
し
て
は
、
県
の
富
士
登
山
、

郡
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
、
二
市
八
町
車
椅
子
ダ
ン

ス
、
県
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
県
身
障

者
福
祉
大
会
等
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
、
交
流
を
行
っ
て
居
り
ま
す
。 

 

大
井
町
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
大
井
町
里
山
の
丘
富
士
見

塚
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
。
里
山
か
ら

見
る
足
柄
平
野
、
そ
の
向
か
っ
て
西

の
方
に
富
士
山
が
良
く
見
え
ま
す
。

い
つ
か
来
て
見
て
下
さ
い
。 

(2) 第115号        身 障 か な が わ      平成 23年 7月 15日 

地域団体の紹介 

 

この会報は、赤い羽根共同
募金の配分を受けて発行
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○
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ(

町) 

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
大
会(

自) 

○
バ
ス
で
の
社
会
見
学
研
修
会(

自) 

○
福
祉
大
会(

県) 

○
ふ
れ
あ
い
体
育
祭(

郡) 

○
料
理
教
室(

自) 

○
役
員
一
泊
研
修
会(

自) 

 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

明
る
い
未
来
は
な
か
な
か
見
え
ま

せ
ん
が
、
頼
も
し
い
役
員
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
会
員
増
加
を
計
り
な
が

ら
、
行
事
に
参
加
し
て
下
さ
る
方
が

一
人
で
も
居
ら
れ
る
限
り
、
存
続
さ

せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

山
北
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

 
 

 
会 

長 

宮
里

み
や
ざ
と 

妙
子

た

え

こ 

 

当
会
は
昭
和
二
十
七
年
、
戦
争
で

身
体
に
障
害
を
負
っ
て
し
ま
っ
た
人

々
を
慰
め
る
た
め
に
、
行
政
が
創
設

し
た
も
の
で
、
来
年
六
十
年
を
迎
え

ま
す
。 

三
十
年
ほ
ど
前
に
は
お
よ
そ
三
〇 

〇
人
の
会
員
が
い
ら
し
た
そ
う 

で
す
が
、
皆
様
の
会
と
同
様
、 

高
齢
化
と
法
の
壁
に
阻
ま
れ
、 

現
在
は
一
〇
〇
人
ほ
ど
と
な
り 

ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
、
山
北 

町
は
面
積
が
広
く
人
々
は
山
間 

部
に
点
在
し
て
い
て
交
通
手
段 

も
な
く
、
実
際
に
行
事
な
ど
に 

参
加
し
て
下
さ
る
方
は
、
役
員 

を
含
め
三
十
人
足
ら
ず
で
す
。 

 

行
事
と
し
て
は
、 

○
お
花
見
＆
歩
行
訓
練
会(

自) 

○
総
会
お
よ
び
慰
安
激
励
大
会(

自) 

○
車
い
す
ダ
ン
ス
交
流
会(

西
部) 

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会(

郡) 

○
ス
ポ
ー
ツ
大
会(

県) 

 

相
模
原
市
身
体
障
害
者
連
合
会 

 
 

 

会 

長 

小
出

こ

い

で 

庄
作

し
ょ
う
さ
く 

 

相
模
原
市
身
体
障
害
者
連
合
会
は
、

昭
和
三
十
年
四
月
に
「
肢
体
・
聴
覚
・

視
力
・
車
い
す
」
の
四
協
会
で
設
立
、

以
来
連
合
会
の
活
動
が
、
半
世
紀
を

越
え
、
相
模
原
市
の
人
口
の
増
加
に

よ
り
平
成
二
十
二
年
四
月
に
県
下
三

番
目
の
政
令
指
定
都
市
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
市
内
を
三
区
「
南
区
・
中
央

区
・
緑
区
」
に
区
割
り
さ
れ
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
が
一
万
八

千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
連
合
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま

す
。 

○
四
月
に
定
期
総
会 

○
月
例
役
員
会 

○
四
月
に
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
催
「
市
の
桜
ま
つ
り
に
合
わ
せ

て
相
身
連
主
催
で
、
あ
じ
さ
い
会
館

ホ
ー
ル
で
歌
・
お
ど
り
・
コ
ー
ラ
ス

な
ど
披
露
。
市
民
も
楽
し
み
で
毎
年

会
場
は
満
席
」 

○
十
月
に
相
身
連
、
作
品
展
を
開
催

「
各
協
会
か
ら
絵
画
・
書
道
・
彫
金
・

手
芸
・
写
真
・
生
け
花
・
川
柳
・
短

歌
等
、
四
百
点
く
ら
い
出
品
。
あ
じ 

さ
い
会
館
で
三
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
開

催
中
、
市
長
さ
ん
始
め
市
民
の
方
々
多 

数
来
館
」 

○
一
月
に
相
身
連
賀
詞
交
歓
会
「
市

民
会
館
で
来
賓
の
方
々
と
の
年
の
初

め
を
祝
い
ま
す
」 

○
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
講
座
・
ふ
れ
あ

い
文
化
講
座
「
け
や
き
体
育
館
で
一

年
間
を
通
し
て
講
座
に
参
加
」 

◆

ス
ポ
ー
ツ
講
座
（
卓
球
・
フ
ラ
イ 

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
水
泳
・
吹
き
矢
・ 

体
操
等
） 

◆

ふ
れ
あ
い
文
化
講
座
（
料
理
・
お 

菓
子[

洋
・
和]

・
手
芸
・
絵
手
紙
・ 

コ
ー
ラ
ス
等
） 

○
各
協
会
が
特
色
の
あ
る
活
動
を
展
開 

「
研
修
会
・
懇
親
会
・
社
会
見
学
（
一

泊
・
日
帰
り
）
・
歩
行
訓
練
」 

○
県
身
連
事
業
に
積
極
的
に
参
加 

 

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
、
相
身
連
事
業
活

動
を
各
協
会
と
協
力
し
て
や
っ
て
い

き
ま
す
。 
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お
知

ら
せ 
 

各
市
町
村
の
身
体
障
害
者
団
体
で

は
、
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
特
色
あ
る
活
動

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
入
会
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
？ 

 

連
絡
先
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

県
身
連
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
四
五-

三
一
一-

八
七
三
六 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
五-

三
一
六-

六
八
六
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の
障
害
者
の
日
常
生
活
や
社
会
参
加

促
進
の
た
め
の
万
全
な
活
動
が
行
え

る
よ
う
、
財
政
的
支
援
を
含
め
た
公

的
な
支
援
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。 

ま
た
、
一
方
で
、
障
が
い
者
制
度
改

革
推
進
会
議
で
の
「
第
一
次
意
見
」

（
閣
議
決
定
版
）
並
び
に
「
第
二
次

意
見
」
、
そ
し
て
総
合
福
祉
部
会
や

差
別
禁
止
部
会
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、

そ
の
意
思
が
最
大
限
尊
重
さ
れ
た
「

障
害
者
基
本
法
の
改
正
」
、
「
障
害

者
総
合
福
祉
法
」
（
仮
称
）
、
そ
し

て
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁

止
法
」
（
仮
称
）
で
な
く
て
は
な
ら

ず
、
こ
れ
ら
法
整
備
が
担
保
さ
れ
た

上
で
、
「
障
害
者
権
利
条
約
」
が
批

准
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

日
本
身
体
障
害
者
連
合
会
は
、
障

害
当
時
者
団
体
と
し
て
の
務
め
と
し

て
、
私
た
ち
障
害
者
が
障
害
を
理
由 

    

第
五
十
六
回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会 

 
 

 
 

 
  

 
「
と
や
ま
大
会
」 

 

去
る
五
月
二
十
七
日
、
『
復
興 

み

ん
な
仲
間 

思
い
は
「
ひ
と
つ
」
』
を

テ
ー
マ
に
、
第
五
十
六
回
日
本
身
体

障
害
者
福
祉
大
会
が
、
富
山
県
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
身
連
か
ら
も
戸
井
田 

会
長
ほ
か
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

【大
会
宣
言
】 

 

全
国
か
ら
障
害
者
の
参
加
を
仰
ぎ
、

こ
こ
富
山
県
に
お
い
て
、
第
五
十
六

回
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
甚
大
な
被
害
に
よ
り
、
数
多
く

の
被
災
障
害
者
が
、
今
も
、
避
難
所

や
自
宅
で
不
安
を
抱
え
る
な
か
、
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

日
身
連
は
、
被
災
障
害
者
が
、
生
活

支
援
、
移
動
や
同
行
支
援
、
情
報
保

障
等
と
い
っ
た
面
で
弾
力
的
か
つ
適

切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
害

を
被
っ
て
い
る
被
災
地
の
障
害
者
団

体
が
、
一
日
も
早
く
復
興
し
、
地
域 

に
不
利
益
を
受
け
な
い
よ
う
、
国
を

は
じ
め
関
係
機
関
に
強
く
訴
え
て
い

く
。
そ
し
て
、
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
と
も
に
支
え
合
い
、
同
じ
社

会
の
一
員
と
し
て
社
会
貢
献
に
努
め

な
る
な
か
で
、
障
害
者
一
人
ひ
と
り

の
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
し
た
地

域
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
、
全
国

の
加
盟
団
体
並
び
に
会
員
と
の
強
い

連
携
の
も
と
、
一
致
団
結
し
行
動
す

る
こ
と
を
誓
い
、
こ
こ
に
宣
言
す
る
。 

   

第
五
回
神
奈
川
県 

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
終
わ
る 

 

第
五
回
神
奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
は
、
四
月
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
会
を
皮
切
り
に
、

陸
上
、
卓
球
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
、
水
泳
競
技
会
を
行
い
ま
し
た
。

五
月
の
身
体
障
害
者
陸
上
競
技
会
に

て
、
総
合
開
会
式
が
行
わ
れ
、
県
知

事
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方

々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
神
奈

川
県
派
遣
選
手
及
び
相
模
原
市
派
遣

選
手
の
個
人
競
技
予
選
を
兼
ね
て
実

施
し
た
こ
の
大
会
も
、
参
加
者
一
六

〇
〇
余
名
と
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

(4) 第115号        身 障 か な が わ      平成 23年 7月 15日 

近 

況 

報 

告 

大 会 決 議 

一．災害時における障害要援護者名簿の確保を期せ 

一．被災障害者の障害の特性に即した適切な支援と 

救済を図れ 

一．被災地の身障団体再建のため強力な支援を図れ 

一．障害者権利条約批准による国内法制度の整備を 

促進せよ 

日
身
連
会
長
表
彰 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

小

貫
お
ぬ
き

裕

子

ゆ
う
こ 

様
（
清
川
村
） 

 

去
る
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ 

た
第
五
十
六
回
日
本
身
体
障
害
者
福 

祉
大
会
に
お
い
て
、
表
彰
式
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
開
成
町
役
場
前
の
踊
り
会
場
に

は
福
祉
席
も
設
け
ら
れ
、
町
民
セ
ン
タ
ー

内
に
車
椅
子
用
の
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
椅
子
の
方
や
お
年
寄
り
の
方
も

安
心
し
て
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

現
在
、
東
日
本
大
震
災
の
関
係
で
高
ま

っ
た
お
祭
り
等
の
自
粛
ム
ー
ド
が
全
国

的
に
収
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、
開
催

の
方
向
で
検
討
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

正
式
に
開
催
内
容
が
決
ま
り
次
第
、
開
成

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
最
新
の
情
報

が
提
供
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
と 

も
阿
波
踊
り
を
見
に
開
成
町
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 

開
成
町 

遠
藤

え
ん
ど
う 

伸
一

し
ん
い
ち 

  
開
成
阿
波
踊
り
は
今
年
で
二
十
四
回

目
。
初
め
の
頃
は
、
ず
ぶ
の
素
人
の
町
民

が
阿
波
踊
り
の
祭
り
を
既
に
開
催
し
て

い
た
神
奈
川
県
内
の
大
和
市
へ
出
か
け

て
習
い
に
行
き
、
ま
た
高
円
寺
や
本
場
の

徳
島
へ
み
ん
な
で
出
か
け
て
踊
り
方
を

教
わ
っ
た
り
、
に
わ
か
連
に
飛
び
入
り
で

踊
っ
た
り
し
な
が
ら
身
に
付
け
て
い
き

ま
し
た
。 

今
年
も
九
月
十
日
土
曜
日
の
夜
、
開
成

町
役
場
付
近
の
路
上
の
踊
り
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
自
治
会
な
ど
の
町

内
連
を
中
心
に
、
東
京
・
高
円
寺
や
神
奈

川
・
東
林
間
か
ら
の
招
待
連
も
招
い
て
、

二
十
三
の
踊
り
連
、
踊
り
手
約
千
人
が
参

加
し
て
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

道
幅
の
広
い
県
道
に
設
け
ら
れ
た
メ

イ
ン
会
場
で
は
、 

踊
り
や
鳴
り
物 

の
技
を
競
う
阿 

波
踊
り
コ
ン
テ 

ス
ト
が
行
わ
れ 

て
お
り
、
気
合 

の
入
っ
た
パ
フ 

ォ
ー
マ
ン
ス
を 

両
側
に
設
け
ら 

れ
た
桟
敷
席
で 

 

  

❝
防
災
に
心
が
け
よ
う
❞ 

 

こ
の
た
び
東
北
・
東
日
本
の
大
震
災
に

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
心
よ
り
お

悔
や
み
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
回
は
趣
を
か
え
て
私
ご
と(

地
震)

で
筆
を
走
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

私
は
平
成
二
十
年
八
月
、
十
階
建
て
の

高
層
住
宅
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
知
人
、

友
人
か
ら
「
何
階
に
越
し
た
の
で
す
か
？
」

と
尋
ね
ら
れ
、
「
十
階
に
越
し
ま
し
た
」
と

答
え
る
。
誰
も
が
「
そ
う
、
見
晴
ら
し
が

よ
く
て
い
い
で
す
ね
ぇ
」
と
言
葉
を
返
し

て
く
れ
る
。
い
わ
く
見
晴
ら
し
や
景
色
は

一
度
見
れ
ば
毎
日
同
じ
よ
う
な
も
の
で

す
よ
。
た
だ
四
季
折
々
に
変
え
て
く
れ
る

色
彩
り
が
楽
し
い
と
言
え
ば
そ
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
ぇ
。
し
か
し
、
そ
の
裏
に

は
大
変
な
こ
と
も
沢
山
あ
る
の
で
す
。 

 

春
一
番
の
と
き
は
ホ
コ
リ
が
舞
い
上

が
り
ベ
ラ
ン
ダ
一
面
を
土
ホ
コ
リ
に
し

て
し
ま
う
、
夏
は
ご
存
じ
の
通
り
台
風
で

す
。
ま
と
も
に
受
け
て
し
ま
え
ば
扉
を
開

け
る
こ
と
さ
え
か
な
わ
な
い
。
ま
し
て
今

回
の
よ
う
な
大
地
震
に
は
、
立
っ
て
い
る

こ
と
さ
え
許
さ
れ
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
七
十
数
年
に

な
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
地
震
に
遭
遇
し

た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、
私

は
市
役
所
に
出
か
け
る
の
で
準
備
を
し 

て
い
る
時
の
こ
と
で
し
た
。
私
は
思
わ

ず
柱
に
す
が
り
つ
き
、
倒
れ
か
け
た
テ
レ

ビ
や
棚
か
ら
落
ち
る
品
々
を
何
一
つ
支

え
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
棚
に

載
せ
て
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
落
下

し
、
冷
蔵
庫
の
扉
は
開
き
、
中
の
玉
子
や

品
々
は
飛
び
出
し
、
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
も
扉

が
開
き
飾
り
瓶
が
落
ち
、
そ
の
上
に
グ
ラ

ス
等
が
重
な
る
よ
う
に
落
ち
た
、
そ
の
時

の
す
さ
ま
じ
い
割
れ
音
は
今
で
も
耳
に

残
っ
て
い
る
。
更
に
は
洗
面
器
に
整
髪
料

の
瓶
が
落
ち
、
洗
面
器
が
割
れ
て
し
ま
う

等
々
散
々
な
思
い
を
強
い
ら
れ
た
。
ま
た

身
体
も
同
じ
で
あ
る
。
寝
返
り
を
打
つ
、

座
り
な
お
す
、
自
分
で
身
体
を
動
か
し
て

い
る
の
に
身
体
に
は
震
度
の
よ
う
な
伝

わ
り
方
を
す
る
。
ま
た
ゆ
れ
た
、
ま
た
地

震
か
？
未
だ
に
治
ら
ぬ
地
震
後
遺
症
で

あ
る
。 

 

東
海
、
東
南
海
地
震
は
必
ず
起
き
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ん
、
高
層
住
宅
に
引
っ
越

す
際
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
最
上
階
は
避
け
た

方
が
よ
ろ
し
い
か
と
？ 

 

経
験
者
と
し
て
一
言
申
し
上
げ
て
筆

を
止
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

相
模
原
市 

橋
本

は
し
も
と 

一
男

か

ず

お 

(5) 第115号        身 障 か な が わ       平成 23年 7月 15日 

さ
ん
ぽ
み
ち 

み
ん
な
の
広
場 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

     
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
   

三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
、

貴
方
は
何
を
し
て
い
ま
し
た
か
？
あ

の
巨
大
地
震
か
ら
数
カ
月
の
時
が
経

ち
、
復
興
途
中
の
被
災
地
の
方
々
の

ご
心
痛
、
本
当
の
痛
み
は
当
事
者
に

し
か
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
癒
え
る
事
の
無
い
心
の
傷
は
、

記
憶
と
し
て
我
々
一
人
一
人
の
脳
裏

に
焼
き
付
け
て
お
く
事
、
ま
た
そ
れ

等
す
べ
て
は
、
多
く
の
方
達
が
身
を

も
っ
て
教
え
て
下
さ
っ
た
教
訓
と
し

て
語
り
継
ぎ
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

々
の
死
を
無
駄
に
す
る
事
無
く
、
ご

冥
福
を
祈
り
つ
つ
日
々
を
暮
ら
し
た

い
も
の
で
す
。 

 

さ
て
、
い
よ
い
よ
真
夏
の
気
配
。

道
路
の
表
面
か
ら
蜃
気
楼
の
様
な
暑

気
が
立
ち
上
り
、
あ
ま
り
身
長
が
高

く
な
い
私
は
、
地
表
の
熱
に
や
ら
れ

そ
う
な
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。
皆

さ
ん
も
御
体
大
切
に
！ 

編
集
委
員 

緑
川

み
ど
り
か
わ

き
み
子 こ(

湯
河
原
町) 

(6) 第115号          身 障 か な が わ      平成 23年 7月 15日 

編

集

室

か

ら 

 
<7月> 

3日(日)  県障害者スポーツ大会[FD] 
      (県立体育センター) 
10日(日)  県障害者スポーツ大会[水泳] 

      (さがみはらグリーンプール) 
14日(木)  身体障害者富士登山 
      (富士山5～7合目) 

31日(日)  県障害者スポーツ教室[水泳] 
      (県総合リハビリテーションセンター) 
 
<8月> 

 5日(金)  関東ブロック相談員研修会 

      (川崎市) 

7日(日)  障害児者スポーツ指導講習会 

      (県立体育センター) 

20日(土)  障害児者スポーツ指導講習会 

 (県立体育センター) 

21日(日)  障害児者スポーツ指導講習会 

      (県立体育センター) 
 
<9月> 

4日(日)  視覚障害者福祉機器展、団体長会議 

      (座間市総合福祉センター) 

6日(火)  肢体協会女性部野外活動 

      (        ) 

10日(土)  県障害者スポーツ教室[スポーツ吹矢] 

      (西湘地区体育センター) 

13日(火)  肢体協会女性部野外活動 

      (        ) 

13日(火)  全国盲女性研修大会 

～15日(木)  (福井県) 

17日(土)  全国盲青年研修大会 

～19日(月)  (宮城県) 

25日(日)  障害者歩行訓練会 

      (花菜ガーデン：平塚市) 

 
<10月> 

1日(土)  関東ブロック合同友愛の集い 

～2日(日)  (千葉県) 

9日(日)   第56回県福祉大会 

      (伊勢原市民文化会館) 

22日(土)  第11回全国障害者スポーツ大会 

～-24日(月) (山口県) 

 
 
※問い合わせ 電話：０４５－３１１－８７３６ 

           ０４５－３１１－８７４４ 
              [推進センター] 
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